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I 重い電子系及びその他関連物質の物性研究 

Study of heavy-fermion and other related materials 

住山昭彦・山口 明 

Sumiyama, A., Yamaguchi, A. 

重い電子系化合物の中には、磁気秩序と超伝導の共存を示す物質が存在する。また、空間反転対称

性のない超伝導体の中には、時間反転対称性の破れを示唆する物質がある。このように、従来の超伝

導体には見られない新奇の超伝導性を明らかにするため、SQUID による直流磁化・交流帯磁率測定

や電気抵抗測定などを行っている。強磁性と共存する超伝導体、擬 1 次元超伝導現象などを実験的に

解明することを目的としている。 

Ⅱトンネル現象による重い電子系の研究 

Study of heavy-fermion materials using tunneling phenomena 

住山昭彦 

Sumiyama, A. 

重い電子系物質はフェルミエネルギー付近に大きな状態密度を持ち、超伝導になるものは、これま

での超伝導体とは異なる、異方的なエネルギーギャップを持つと考えられている。この状態密度やギ

ャップの情報を得るため、UPt3, UBe13, CeCu6の重い電子系物質の上にジョセフソン素子や点接合を

作成し、トンネル現象の研究を行っている。 

Ⅲ 極低温における液体・固体ヘリウムの研究 

Experimental Study of Superfluid Helium 

山口 明 

Yamaguchi, A. 

極低温における液体ヘリウム、固体ヘリウムは量子液体・量子固体と呼ばれ、量子力学的な効果を

強く反映した物性を示す。超流動状態、常流動状態、固体状態のヘリウム（4He、3He）の特異な物性

を解明するため、様々な極限環境下の実験技術の開発、および、それらを利用した実験を行っている。
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超流動 3He では、超流動流に付随するスピン流のメカニズムを解明し、高スピン偏極状態の実現を目

指している。液体 4He の電子状態に関する研究を行っている。 

 

 

 IV分子性磁性体の極低温物性 

Study of Molecular Magnetic Materials in Low Temperatures 

 

山口 明 

Yamaguchi, A. 

 

遷移金属イオンを含む分子性磁性体は、様々なスピンネットワーク構造を作成できることから、多

体量子効果研究の舞台として有望である。フラストレート磁性体、キラルな配位子を持つ分子性錯体

などを対象にして極低温領域における基底状態の解明を目的に研究を行っている。希釈冷凍機を用い

た低温磁化率、比熱測定では、フラストレート効果により、相互作用に比べてはるかに低い温度まで

磁気秩序を示さない化合物を発見した。 
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